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選
挙
権
年
齢
の
一
八
歳
へ
の
引
き
下
げ
に
伴

い
、
市
民
教
育
・
主
権
者
教
育
（
本
稿
で
は
住

民
自
治
の
推
進
）
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
い
ま
だ
不
十
分
だ
と
考
え

て
い
る
。
議
会
改
革
が
市
民
教
育
の
充
実
に
と

っ
て
有
用
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
結
論

を
先
取
り
す
れ
ば
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

①
学
校
教
育
（
中
高

生
、
大
学
生
）
は
重
要

で
は
あ
る
が
、
ま
ち
づ

く
り
に
か
か
わ
る
こ
と

で
政
治
や
行
政
へ
の
参
加
に
よ
る
実
感
あ
る
市

民
教
育
を
進
め
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
若
者
教
育

だ
け
で
は
な
く
、
年
齢
幅
の
広
い
教
育
を
進
め

る
こ
と
で
も
あ
る
。
若
者
の
投
票
率
だ
け
が
低

い
の
で
は
な
い
。

　

②
住
民
自
治
の
作
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
つ

ま
り
、
首
長
だ
け
が
住
民
自
治
の
主
役
で
は
な

く
、
二
元
的
代
表
制
の
作
動
の
重
要
性
を
住
民

が
認
識
す
る
こ
と
。
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、「
住

民
自
治
の
根
幹
」
と
し
て
の
議
会
を
認
識
し
、

そ
れ
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
二
つ
を
行
う
中
で
、
低
投
票
率
や
無

投
票
当
選
者
率
増
大
に
見
ら
れ
る
「
地
方
政
治

の
負
の
連
鎖
」
か
ら
の
脱
局
を
図
る
機
会
と
し

た
い
。

　

学
校
教
育
の
中
で
、
重
要
争
点
を
取
り
上
げ

た
討
議
、
立
候
補
者
に
よ
る
政
策
提
言
を
踏
ま

え
た
模
擬
投
票
な
ど
の
試
み
は
重
要
で
あ
る
。

『
社
会
に
参
加
し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
す

る
主
権
者
を
目
指
し
て
〜
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

「
主
権
者
教
育
」
へ
〜
』
（
総
務
省
・
常
時
啓

発
事
業
の
あ
り
方
等
研
究
会
、
一
一
年
）
の
提

出
な
ど
は
、
高
く
評
価
し
て
よ
い
。
と
は
い
え
、

生
涯
学
習
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
中
高
生
や

大
学
生
へ
の
教
育
が
重
視
さ
れ
て
い
る
（
こ
の

流
れ
か
ら
主
権
者
教
育
の
副
読
本
が
刊
行
さ
れ

た
（
総
務
省
・
文
部
科
学
省
『
私
た
ち
が
拓
く

日
本
の
未
来
』
一
五
年
）
）
。
こ
の
意
義
は
認

め
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
を
効
果
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
も
中
立
性
の
確
保
、

自
立
性
の
確
保
、
教
育
の
充
実
と
い
う
学
校
教

育
に
か
か
わ
る
三
つ
の
原
則
を
踏
ま
え
て
議
会

は
か
か
わ
る
必
要
が
あ
る
。
争
点
を
議
論
し
や

す
い
の
は
政
治
を
担
う
議
会
で
あ
る
。

　

教
育
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、
ま
ち
づ
く

り
集
会
や
審
議
会
等
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、
実

感
と
し
て
政
治
を
学
ぶ
こ
と
は
同
時
に
重
要
で

あ
る
。
在
住
・
通
学
の
高
校
生
が
公
選
に
よ
っ

て
少
年
町
長
、
少
年
議
員
を
選
出
し
、
そ
の
議

会
が
四
五
万
円
（
一
期
一
年
）
の
「
予
算
」
を

提
言
す
る
山
形
県
遊
佐
町
「
少
年
議
会
」
（
〇

三
年
か
ら
）
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
を
考

案
し
実
践
す
る
子
ど
も
を
応
援
す
る
フ
ァ
ン
ド

を
創
設
し
た
高
知
市
（
一
二
年
か
ら
）
、
若
者

政
策
の
策
定
や
実
施
に
関
す
る
事
項
を
若
者
が

調
査
審
議
す
る
若
者
議
会
を
設
置
し
た
新
城
市

（
一
五
年
か
ら
）
、
な
ど
の
動
向
は
高
く
評
価

し
て
よ
い
。

　

こ
れ
ら
は
行
政
に
よ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ

を
推
進
す
る
に
は
、
首
長
の
強
い
意
思
が
必
要

で
あ
る
。
議
会
は
、
こ
れ
ら
を
首
長
に
積
極
的

に
提
言
し
支
援
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

同
時
に
、
議
会
と
し
て
実
践
的
な
場
も
提
供

し
て
い
る
。
大
学
生
と
議
員
が
意
見
交
換
を
す

る
学
生
議
会
な
ど
は
広
が
っ
て
い
る
（
山
梨
県

昭
和
町
、
越
谷
市
）
。

　

ま
た
、
可
児
市
議
会
は
「
地
域
課
題
解
決
型

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
事
業
」
を
進
め
、
そ
の
一

環
と
し
て
「
地
域
課
題
懇
談
会
」
を
行
っ
て
い

る
。
テ
ー
マ
（
介
護
、
健
康
、
子
育
て
支
援
、

地
域
の
活
性
化
）
を
設
定
し
若
い
世
代
と
地
域

の
大
人
と
を
結
び
つ
け
、
そ
の
自
由
な
議
論
を

進
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
議
員
が

担
う
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
高
校
生
は
、

地
域
の
良
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
議
会
・
議
員

を
知
る
。
こ
の
こ
と
で
、
高
校
生
は
地
域
学
習

を
踏
ま
え
て
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
議
会

改
革
は
市
民
教
育
の
役
割
を
担
う
。
選
挙
に
よ

っ
て
議
員
が
変
わ
っ
て
も
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
そ
の
運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
委
ね
た
（
一
五

年
）
。
議
会
に
よ
る
運
営
が
住
民
の
側
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
に
広
が
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
住
民
自
治
の

推
進
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

行
政
へ
の
住
民
参
加
で
も
、
議
会
へ
の
住
民

参
加
で
も
若
者
を
中
心
と
し
た
も
の
を
例
示
し

て
き
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
代
を
超

え
た
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
参
加
は
市
民
教
育
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。
広
範
囲
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
議
会
報
告
会
・
住
民
と
意
見
交
換

会
、
議
会
（
だ
よ
り
）
モ
ニ
タ
ー
制
度
な
ど
は
、

こ
の
文
脈
の
重
要
な
仕

掛
け
で
あ
る
。

　

こ
の
仕
掛
け
は
、
議

会
改
革
の
一
環
で
あ
る

と
と
も
に
、市
民
教
育
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
議
会
改
革
は
、
地
方
政
治
の
負
の
連

鎖
を
食
い
止
め
る
役
割
を
担
う
。
議
会
や
地
方

政
治
を
住
民
は
学
び
、
と
き
に
は
立
候
補
の
意

思
を
固
め
る
。
会
津
若
松
市
議
会
の
議
会
制
度

検
討
委
員
会
に
参
加
し
た
住
民
二
名
が
議
員
選

挙
に
立
候
補
し
た
（
一
五
年
）
。
長
野
県
飯
綱

町
議
会
が
行
っ
て
い
る
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

制
度
は
、
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
議
会
を
知
っ

て
も
ら
い
、
多
く
の
住
民
に
立
候
補
し
て
も
ら

う
と
い
う
意
図
も
あ
る
。

　

市
民
教
育
は
ま
さ
に
住
民
自
治
の
推
進
と
い

え
る
。
「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
し
て
の
地
方

自
治
は
も
っ
と
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
（
詳
細

は
、
江
藤
俊
昭
「
『
自
治
体
議
会
学
』
の
ス
ス

メ
（
連
載
七
五
回
）
」
『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
二
〇

一
五
年
四
月
号
よ
り
、
参
照
）
。
地
方
議
会
改

革
は
、住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
と
と
も
に
、

地
域
民
主
主
義
を
充
実
さ
せ
て
い
る
こ
と
の
確

信
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
改
革
に
よ
る
市
民
教
育
の
充
実

議
会

江 藤　俊 昭

山梨学院大学大学院
研究科長・法学部教授


